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福島市堀河処理区(合流改善事業) 
接続による各種影響評価 

 
県北浄化センター 技師 鴨田梨奈 

 
１ はじめに 

 県北浄化センターは、福島県中通りの北部に位置する流域下水道で、福島市、伊達市、桑折町及び国見
町の２市２町の下水を処理している。本処理区の下水の排除方式は、令和４年度まで全てが分流式であっ
たが、令和 5 年 4 月 3 日から合流式の福島第六の三処理分区(以下、「堀河処理区」という。)が接続され
た。 

なお、この接続は合流改善事業の一環であり、流域下水道への流入量には上限が設けられている。 
令和５年度は、雨水が流入する堀河処理区の接続により、下水流入量がどのように変動するのか調査し、

以下の結論を得た。 
（１）流入量の変化：計画では日平均 16,000 m3 程度の増加が見込まれていたが、実際の増加量は日平均

約 12,000 m3 に留まった。 
（２）降雨との関連：下水流入量は、堀河処理区接続前後共に前日降水量及び当日降水量の影響を受けて

いた。 
（３）相関性の増大：下水流入量と降水量の関係式を比較した結果、堀河処理区接続により、降水量の影

響が約 1.7 倍となった。 
（４）微量降雨の影響：堀河処理区接続前は、２日間の累計降水量が 30mm 未満の場合、下水流入量への

影響は軽微であったが、接続後は少量の降水量であっても顕著に影響が確認でき
るようになった。 

本調査は、これまでの調査を継続し、堀河処理区接続前後における各種データを比較することで、脱水
汚泥の発生量及び性状、ユーティリティ使用量、流入水及び放流水の水質の変化を把握し、今後の維持管
理の参考とすることを目的として実施したものである。 

 
２ 調査方法 

（１）予想される影響（仮説） 
前回の結論から、下水流入量における降水量の影響が約 1.7 倍となっており、不明水（雨水）の増

加により以下の影響を予想した。 
１）流入水質：不明水の増加により、SS 等の数値が低くなる。 
２）放流水質：下水流入量は計画値に対し、実績値で約 25％の減少が見られており、処理施設には能

力的余裕があるため、変化しない。 
３）汚泥関係：流入水質の SS 等が低くなると予想しており、下水流入水量当たりの脱水ケーキ発生量

が減少する。（以下、下水流入水量当たりの発生量を「単位発生量」という。） 
４）次亜塩素酸ナトリウム：放流水質は変化しないと予想しており、下水流入量当たりの使用量は変

化しない。（以下、下水流入水量当たりの使用量を「単位使用量」という。） 
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５）凝集剤・消臭剤：脱水ケーキ単位発生量が減少すると予想しており、これに伴い、薬品単位使用
量も減少する。 

６）沈砂：過去に合流改善事業の接続が行われた県中浄化センターでは、沈砂量が増加しており、今
回も同様に増加する。 

７）スクリーンポンプ棟電力量：堀河処理区の接続先である右岸幹線は、左岸幹線と比較して埋設深
度が深いため、汚水ポンプの揚程が高くなる。したがって、原単位
が増加する。 

（２）調査計画 
 前項の仮説を検証するため、調査計画を以下のとおりとした。 
１）比較収集するデータは次のとおりとした。 

ア 流入水質：SS、COD、BOD 
イ 放流水質等：SS、COD、BOD、次亜塩素酸ナトリウム注入量 
ウ 汚泥関係：脱水ケーキ発生量、脱水ケーキ含水率、高分子凝集剤注入量、添加用消臭剤注

入量、脱水ケーキ放射性セシウム濃度 
エ 沈砂 
オ スクリーンポンプ棟電力量 

２）調査期間 
接続前：令和 4 年 4 月 1 日〜令和 5 年 3 月 31 日 
接続後：令和 5 年 4 月 4 日〜令和 6 年 3 月 31 日 

３）分析ソフト 
Excel 及び EZR 

（３）その他の条件等 
１）下水流入量：汚水ポンプ吐出量（電磁流量計の計測値） 
２）流入水及び放流水の採水：１時間毎のコンポジットサンプリング 
３）次亜塩素酸ナトリウム注入量：次亜塩注入ポンプ吐出量（電磁流量計の計測値） 
４）脱水ケーキ発生量：１日毎の累計発生量 
５）脱水ケーキ含水率：脱水ケーキ搬出毎の加重平均 
６）高分子凝集剤注入量：薬品注入ポンプ吐出量（電磁流量計の計測値） 
７）添加用消臭剤注入量：ポンプ運転時間及び吐出量調整による概算値 
８）脱水ケーキの放射性セシウム濃度：毎日０時以降の脱水開始から 45 分間隔で 4 回サンプリング 
９）沈砂：１日毎の累計発生量 
10）スクリーンポンプ棟電力量：第１及び第２スクリーンポンプ棟の電力量計の計測値 
11）幹線の位置関係：図１のとおり 
12）第１及び第２スクリーンポンプ棟の汚水ポンプの全揚程 

第 1：実揚程 12.303ｍ＋配管損失 2.0m＝14.3m 
第 2：実揚程 21.041ｍ＋配管損失 4.2m＝25.2m 

13）その他の条件変更：スクリーンポンプ棟電力量原単位改善のため、以下の流下幹線経路を一部変
更。 

変更前：左岸幹線人孔 No.48 から上流の下水を、全量右岸幹線へ流下。 
変更後：左岸幹線人孔 No.48 から上流の下水を、左岸幹線及び右岸幹線へ分水。 
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３ 調査結果 

（１）流入関係 
 流入関係の調査結果について表１、図２〜図４に
示す。接続前後の水質の変化は表１のとおり確認で
きなかった。ヒストグラムの分布も前回の調査結果
から極端に右に偏った極値分布を予想したが、図２
のとおり、ほぼ正規分布となった。 

水質が変化しなかった原因として、不明水が増加
していない可能性があるため、調査したところ表２
のとおりで 15.0%から 18.7%に増加していた。この
結果から雨水の水質が良好であるという前提が誤
っていると推測され、接続前後で各 SS が変化しな
かったと仮定して次の方程式を解くと、汚水 SS が
191mg/L、雨水 SS が 83mg/L となる。 
 
令和４年度 

0.150*雨水 SS＋0.850*汚水 SS＝175mg/L 
令和５年度 

0.187*雨水 SS＋0.813*汚水 SS＝171mg/L 
 

この計算結果から、汚水が雨水で希釈される割合
が相対的に低くなり、ヒストグラムの分布が極値分
布ではなく、正規分布に近くなったことも説明がつ
く。 
 

沈砂については、仮説のとおり日平均及び単位発
生量共に大幅な増加が確認された。日平均で 2.25
倍、単位発生量で 1.79 倍となっている。なお、沈
砂が水処理及び汚泥処理まで流出し、機器の摩耗を
早めるなどの現象は、現在のところ確認されていな
い。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ R5 流入水 SS 

［mg／L］ 

図 3 流入水 SS 

［*10
-6
kg／m3］ 

図 4 沈砂単位発生量 
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単位［mg/L］

R4 R5 差 R4 R5 有意差
SS 175 171 4 23.3 24.1 −

COD 102 100 2 11.3 11.1 −
BOD 192 185 7 30.5 22.9 −

沈砂[kg/日] 51.6 116 64.4 56.6 125 ○
沈砂[10-6kg/m3] 939 1,684 745 1,024 1,300 ○

表１ 流入水質
平均（AVG） 標準偏差（SD）

 
 

表２ 不明水割合 単位［m3/年］
列1 R4 R5
① 流入水量 19,837,058 24,513,906
② 有収水量 16,852,971 19,928,768
③ 不明水（①−②） 2,984,087 4,585,138
④ 不明水割合（③÷①） 15.0% 18.7%
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（２）放流水質等 
 放流水質等の調査結果について表３、図５〜図７
に示す。接続前後の水質の変化は、仮説のとおり確
認できなかった（表３、図５、図６を参照）。（SS：
統計的に有意な差は認められたものの、※１の検証
の結果、脱水ケーキ発生量を 0.151%減少させる程
度のものであり、無視できるものと判断した。） 

次亜塩素酸ナトリウムの単位使用量についても、
仮説のとおり変化は確認できなかった。（※２参照） 

 
※１ 放流水 SS が 2.3mg/L から 2.6mg/L へ増加

した際の脱水ケーキに対する影響度を検証 
 

令和５年度の放流水で増加した１日当たりの SS 
SS 増加量＝SS の平均差*放流水量 
SS 増加量＝0.3mg/L*67,000ｍ3/日 
SS 増加量＝20.1kg/日 
 
脱水ケーキ量に換算 

含水率は 75％とする 
脱水ケーキ量＝SS 増加量÷(100%-75%) 
脱水ケーキ量＝20.1kg/日÷25% 
脱水ケーキ量＝80.4kg/日 
 
脱水ケーキ発生量に対する SS 増加量の割合 
割合=SS 増加量÷脱水ケーキ発生量 
割合=80.4kg/日÷53.4t/日*100 
割合=0.151％ 

 
 

※２ 次亜塩素酸ナトリウム単位使用量の考察 
 

正規性の検定結果 
 令和４年度の p 値=2.2e-16<0.05 ノンパラ 
 令和５年度の p 値=2.2e-16<0.05 ノンパラ 
 
ノンパラメトリック検定結果 
 ｐ値=0.00142<0.05 有意差有り 

 

［mg／L］ 

図 5 放流水 SS 

［mg／L］ 

図 6 放流水 COD 

［*10
-3Ｌ／m3］ 

図 7 次亜塩素酸ナトリウム単位使用量 
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検定結果が正しいか、図７の箱ひげ図を確認すると、第１〜第３四分位まで差がないように見える。詳
細は以下のとおり。 

       Ｑ１  Q2  Q3  
 令和４年度 3.94  4.04  4.08  
 令和５年度 3.93  4.06  4.08  
   差   0.01  0.02  0.01  

 
パラメトリック検定の内、ウエルチのｔ検定は「サンプルサイズが⼗分に大きいとき⺟集団が非正規分
布であっても検定統計量はｔ分布に近づく。」という特性があるため、当該データにおいても検証した。 
「サンプルサイズが⼗分に大きい」とは２群のデータ数Ｎが 60 以上となっている。当該データ数は、ほ
ぼ１年分あり（ＮR4=365、ＮR4=363）、⼗分に大きいと言える。 
 
パラメトリック検定結果 

ｐ値=0.612≧0.05 有意差無し（平均差=0.01 共通の標準偏差=0.295 効果量=0.04） 
 

ノンパラメトリック検定では「有意差有り」、パラメトリック検定では「有意差無し」となり、検定結果が
分かれてしまった。データを精査すると平均差及び第１〜第３四分位の差はいずれも 0.01〜0.02 と極僅か
であり、本稿では「有意差無し」と判断する。 

 
 
 
 

表３ 放流水質等 単位［mg/L］

列1 R4 R5 差 R4 R5 有意差
SS 2.3 2.6 0.3 0.83 0.86 ○

COD 11.2 11.2 0.0 1.27 1.15 −
BOD 4.0 3.9 0.1 1.25 0.85 −

次亜塩素酸ナトリウム[10-3L/ｍ3] 3.94 3.95 0.01 0.244 0.338 △
△：検定結果が分かれた（パラ＝無し、ノンパラ＝有）

平均（AVG） 標準偏差（SD）
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（３）汚泥処理関係 
 汚泥処理関係の調査結果について表４、図８、図９、
図 11 に示す。脱水ケーキの単位発生量については、
仮説のとおり減少（約４％）した。 
 含水率については、変化要因がないため、接続前後
で有意な変化は認められなかった。 
 高分子凝集剤の単位使用量については、接続前後
で変化がなかった。仮説では脱水ケーキの単位発生
量の減少と共に減少する予想であったため、原因を
調査した。図 10 に調査期間中における供給汚泥 TS
（TotalSolids 全蒸発残留物、本稿では計装の供給
汚泥流量及び供給汚泥濃度の積により算出）に対す
る注入率の推移を示す。これによると令和５年度の
夏季に脱水機の注入率が高めになっていることが分
かる。平成 21 年度の調査研究結果では供給汚泥濃度
が下がると注入率が増える負の相関関係があったた
め、供給汚泥濃度が変化していないか確認したとこ
ろ、当該期間の濃度の低下が認められた。 
 添加用消臭剤の単位使用量については、仮説のと
おり減少（約７％）した。 
 脱水ケーキの放射性セシウム濃度については、平
成 25 年度の調査研究結果から雨の後に高くなる傾
向が報告されている。接続前後の最大値は令和４年
度が 91.5Bq/kg、令和５年度が 118Bq/kg でさほど
変わっていない。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［*10
-6ｔ／m3］ 

図 8 脱水ケーキ単位発生量 

［*10
-6
m3／m3］ 

図 9 高分子凝集剤単位使用量 

 図 10 高分子凝集剤注入率トレンドグラフ 
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列1 列1 R4 R5 差 R4 R5 有意差
DS 10-6ｔ/m3 839 805 34 85.1 102 ○

含水率 ％ 75.1 75.1 0.0 0.724 0.637 −
Poly 10-6m3/m3 797 807 10 119 128 −
Deo 10-3Ｌ/m3 3.02 2.80 0.22 0.528 0.407 ○

dsBQ Bq/kg 6.28 21.7 15.4 13.3 19.7 ○
DS：流入水量１m3当たりの脱水ケーキ発生量（DehydrationSludge）
Poly：流入水量１m3当たりの高分子凝集剤注入量（Polymer）
Deo：流入水量１m3当たりの添加用消臭剤注入量（Deodoraizer）
dsBQ：脱水ケーキの放射性セシウム濃度（DehydrationSludge・Becquerel）

平均（AVG） 標準偏差（SD）
表４ 汚泥処理関係

 
  

［Bq／kg］ 

図 11 脱水ケーキ放射性セシウム濃度 
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（４）スクリーンポンプ棟電力量 
スクリーンポンプ棟電力量の調査結果について

表５、図 12 に示す。スクリーンポンプ棟電力量（合
計）原単位は、第 2 スクリーンポンプ棟の揚水割合
の増加に伴い、増加する予想をしていたが、約 7％
の減少が確認された。原単位が減少した理由につい
て棟別に分析した。 

 
１）第 1 スクリーンポンプ棟 

第１スクリーンポンプ棟電力量を表６、図 13
に示す。令和５年 5 月末に左岸幹線人孔 No.48 か
ら上流の下水の一部を左岸幹線に分水したこと
で、第 1 スクリーンポンプ棟に下水が流入するよ
うになり揚水量が増加した。一方で、電力量は逆
に減少している。汚水ポンプの運転状況を確認す
ると、効率の悪い１号機及び 2 号機の運転時間が
減少し、逆に効率の良い 6 号機の運転時間が増加
した。また、全体としての運転時間も減少してい
る（表７を参照）。この結果として電力量が減少
した。汚水ポンプの運転は、流入パターンの変化
に合わせて最適な組み合わせを選択した結果で
ある。 
 

２）第２スクリーンポンプ棟 
第２スクリーンポンプ棟電力量を表８、図 14 に

示す。第 1 スクリーンポンプ棟の揚水量の制御は
汚水ポンプの運転台数の組み合わせにより行って
いるが、第２スクリーンポンプ棟は大容量の汚水
ポンプ１台を VVVF により制御している。これま
での調査研究で VVVF 制御のポンプや送風機の電
力量と吐出量の関係は正の 1 次関数的に変化し、
傾きが 0.1 未満であることが分かっている。よっ
て汚水ポンプの揚水量が増えるほどに原単位が減
少する傾向にあり、本調査でも次式のとおりとな
った。 

 令和 4 年度 
電力量＝0.06936*揚水量+1,004[kWh/日] 

 令和 5 年度 
電力量＝0.07314*揚水量+580.2[kWh/日] 

［kWh／日］ 

図 13 第 1SP 棟電力量 

［
kW

h／
日

］
 

図 14 第 2SP 棟電力量 

［*10
-3
kWh／m3］ 

図 12 SP 棟電力量（合計）原単位 

－　10　－



 

 

 

列1 列1 R4 R5 差 R4 R5 有意差
揚水量 m3/日 54,348 67,094 12,746 4,077 6,363 ○
電力量 kWh/日 4,773 5,488 715 300 484 ○
原単位 10-3kWh/m3 87.9 81.9 ▲ 6.0 2.16 2.13 ○

表５ スクリーンポンプ棟電力量
平均（AVG） 標準偏差（SD）

 
 

列1 列1 R4 R5 差 R4 R5 有意差
揚水量 m3/日 26,834 29,228 2,394 1,447 1,993 ○
電力量 kWh/日 1,906 1,883 23 105 95 ○
原単位 10-3kWh/m3 71.0 64.5 ▲ 6.5 2.16 2.49 ○

表６ 第１スクリーンポンプ棟電力量
平均（AVG） 標準偏差（SD）

 
 

吐出量 効率 R4運転時間 R5運転時間
m3/min h:mm/日 h:mm/日

１号機 7.5 0.66 5:57 1:26
２号機 7.5 0.66 5:45 1:06
３号機 14.5 0.75 15:45 12:45
４号機 32 0.82 0:19 0:06
５号機 32 0.82 0:17 0:09
６号機 16.5 0.75 2:28 10:19

計 30:31 25:51

表７ 第１スクリーンポンプ棟 汚水ポンプ運転時間

 
 

列1 列1 R4 R5 差 R4 R5 有意差
揚水量 m3/日 27,514 37,866 10,352 3,270 5,007 ○
電力量 kWh/日 2,868 3,605 737 257 417 ○
原単位 10-3kWh/m3 105 95.4 ▲ 9.6 5.62 4.30 ○

表８ 第２スクリーンポンプ棟電力量
平均（AVG） 標準偏差（SD）
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４ おわりに 

堀河処理区接続前後の各種データを比較したことにより以下のとおりの結論を得た。 
（１）堀河処理区接続前後で流入水質の有意な変化は確認されなかった。一方で、沈砂については、日平均

及び単位発生量が大幅に増加しており、日平均で 2.25 倍、単位発生量で 1.79 倍となっていた。 
（２）放流水質及び次亜塩素酸ナトリウムの単位使用量は、施設能力に余裕があるため、堀河処理区接続前

後で変化はなかった。 
（３）脱水ケーキの単位発生量は約４％減少しており、これに伴い、添加用消臭剤の単位使用量は約７％減

少していた。高分子凝集剤は供給汚泥濃度に影響されるため、脱水ケーキの単位発生量が減少しても、
それに伴って減少する結果とはならなかった。 

（４）脱水ケーキの放射性セシウム濃度については、接続前後の最大値にほぼ変化は見られなかった。 
（５）スクリーンポンプ棟電力量（合計）原単位は約 7％の減少が見られた。第１スクリーンポンプ棟電力

量は、流入量に合わせた汚水ポンプの運転パターンの変更により原単位が減少し、第２スクリーンポン
プ棟電力量は、汚水ポンプ揚水量の増加により原単位が減少していた。 
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Ⅱ 調査研究の実績 

実施年度 内 容 実施部署 

昭和63年度 県中浄化センター初期運転対策及び発生汚泥の質と量の推移 県中浄化センター 

平成元年度 
下水汚泥の処理方法、コンポスト化による緑農地還元等の有

効利用の可能性について 
県中浄化センター 

平成２年度 
下水汚泥の処理方法、コンポスト化による緑農地還元等の有

効利用の可能性について 
県中浄化センター 

平成３年度 
下水汚泥の処理方法、コンポスト化による緑農地還元等の有

効利用の可能性について 
県中浄化センター 

平成４年度 

Ⅰ.下水汚泥の処理方法、コンポスト化による緑農地還元等の

有効利用の可能性について 

Ⅱ.消臭剤実機テスト 

Ⅲ.エアレーションタンク余裕分を利用した好気性汚泥消化 

県中浄化センター 

平成５年度 

Ⅰ.生汚泥・余剰汚泥の濃縮性を高める調査研究 

Ⅱ.消臭剤実機テスト 

Ⅲ.下水中の総窒素・塩素イオンの原因調査 

県中浄化センター 

平成６年度 

Ⅰ.消化槽初期運転における消化過程及び引き抜き時期確認テ

スト 

Ⅱ.消化槽及び濃縮タンク発生の硫化水素ガスの漏洩状況及び

作業時の影響調査 

県中浄化センター 

平成７年度 消化槽の効率的運転調査 県中浄化センター 

平成８年度 

Ⅰ.脱水汚泥の処理・処分の一つとして、セメント原料の一部

に利用することについて 

Ⅱ.県中浄化センター内主要機器の点検整備について 

県中浄化センター 

平成９年度 

Ⅰ.県北浄化センター初期運転について 県北浄化センター 

Ⅱ.脱水汚泥消臭剤選定試験結果 

Ⅲ.凝集剤選定実機テスト結果 
県中浄化センター 

平成10年度 

Ⅰ.硝化促進運転結果報告 

Ⅱ.消化タンク運転に係るアンケート調査結果について 

Ⅲ.簡易送風による脱水汚泥の含水率低減調査結果について 

Ⅳ.最初沈殿池の使用池削減によるバルキング対策について 

県中浄化センター 

平成10年度 
Ⅰ.汚泥脱水用高分子凝集剤選定実機テスト試験結果 県中浄化センター 

Ⅱ.余剰汚泥の低減化について 県北浄化センター 

平成11年度 

Ⅰ.余剰汚泥の低減化について 県北浄化センター 

Ⅱ.擬似２液添加法による汚泥脱水用高分子凝集剤選定実機テ

スト 
県中浄化センター 
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実施年度 内 容 実施部署 

平成12年度 
Ⅰ.窒素・リン同時除去運転について 県北浄化センター 

Ⅱ.汚泥脱水用高分子凝集剤選定実機テスト試験結果 県中浄化センター 

平成13年度 処理場内における悪臭発生調査について 県北浄化センター 

平成14年度 
汚泥処理施設における液体消臭剤の添加量と硫化水素濃度と

の関係について 
県北浄化センター 

平成15年度 

Ⅰ.脱水汚泥セメント原料化調査 

Ⅱ.溶融スラグ有効利用基礎調査 

Ⅲ.溶融スラグ有効利用調査 

業務部企画管理課 

平成16年度 

平成17年度 
ポリ硫酸第二鉄溶液添加による硫化水素抑制効果について 県北浄化センター 

平成18年度 下水道管理技術研究 業務部企画管理課 

平成19年度 

Ⅰ.汚泥処理施設における硫化水素濃度と液体消臭剤添加量と

の関係について 

Ⅱ.水処理施設Ａ系列余剰汚泥の混合濃縮による機械濃縮設備

使用電力量の低減について 

県中浄化センター 

平成20年度 一部合流区域の流入に伴うコスト縮減調査 県中浄化センター 

平成21年度 汚泥処理における効率的な運転方法調査 県北浄化センター 

平成22年度 

Ⅰ.市町村下水道施設維持管理業務調査 業務部企画管理課 

Ⅱ.反応タンクにおける散気装置の違いによる効率的運転手法

調査 
県北浄化センター 

Ⅲ.処理場における小水力発電（マイクロ発電）設備調査研究 県中浄化センター 

平成23年度 東日本大震災における維持管理業務等実施状況 全部署 

平成24年度 

Ⅰ.市町村公共下水道事業の企業会計への支援（平成２４年

度） 
総務部総務課 

Ⅱ.下水道排水設備工事責任技術者資格認定業務の運営等に関

する中長期予測 
業務部企画管理課 

Ⅲ. 放射性物質に汚染された下水汚泥保管に伴う臭気対策 県北浄化センター 

Ⅳ.県中浄化センター・あだたら清流センターにおける放射性

物質除染に関する一考察 
県中浄化センター 

あだたら清流センター 

平成25年度 

Ⅰ.市町村公共下水道事業の企業会計への支援(平成２５年度) 総務部総務課 

Ⅱ.管渠内硫化水素濃度調査 業務部 

Ⅲ.下水汚泥に含まれる放射性濃度変遷と今後の見込み 県北浄化センター 

Ⅳ.放射性セシウムの下水汚泥への移行検証及び下水道施設除

染に関する考察 
県中浄化センター・あだたら清流 

センター・大滝根水環境センター 

Ⅴ.最初沈殿池の使用開始による水処理改善調査 大滝根水環境センター 
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実施年度 内 容 実施部署 

平成26年度 

Ⅰ.管渠内硫化水素濃度調査その２ 業務部 

Ⅱ. GPS 機能付きデジタルカメラ撮影による位置情報の収得

とスマートフォン等を利用したナビゲーション実験 
県北浄化センター 

Ⅲ. 仮設焼却施設稼働による水処理への影響について【汚泥

溶融施設との比較検証】 

県中浄化センター・あだたら清流 

センター・大滝根水環境センター 

平成27年度 

Ⅰ．クラウドサービス導入調査における最適サービスの検討 総務課 

Ⅱ．県北浄化センターにおける腐食性ガス（硫化水素）調査

その１ 
県北浄化センター 

Ⅲ．あだたら清流センター分配槽における返流水影響調査 あだたら清流センター 

平成28年度 

Ⅰ．県北浄化センターにおける硫化水素発生要因調査（その

２） 
県北浄化センター 

Ⅱ．あだたら清流センター分配槽における返流水調査（その

２） 
あだたら清流センター 

平成29年度 

Ⅰ．「下水道統計」の見える化による県内下水道事業への活用

検証 
ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ活用検討ﾁｰﾑ 

Ⅱ．汎用ICT機器の維持管理への導入検証 県北浄化センター 

Ⅲ．あだたら清流センターにおける汚泥処理運転安定化の検討 あだたら清流センター 

平成30年度 
Ⅰ．下水道公社による市町村支援の進め方 

市町村下水道施設 

維持管理支援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ

Ⅱ．仮設汚泥貯留槽運用に係る脱水汚泥の放射能濃度調査 県中浄化センター 

令和元年度 

Ⅰ．全天球カメラを活用した震災対応の安全確保及び管渠

調査への応用 
県北浄化センター 

Ⅱ．脱臭ダクト設置による硫化水素濃度の低減状況の検証
あだたら清流センター 

県中浄化センター 

令和2年度 中小規模下水処理場の点検手法の事例調査について 
維持管理高度化検討 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 

令和3年度 

Ⅰ．小規模低負荷処理場における散気装置更新による省エ

ネ効果の検証 調査研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 
Ⅱ．電力データ把握の取組み 

令和4年度 
Ⅰ．下水道事業普及啓発に係る調査について 

調査研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 
Ⅱ．保有測定機器活用管理システム構築について 

令和5年度 

Ⅰ．福島市堀河処理区（合流改善事業）接続による下水流入

量の変動調査 
県北浄化センター 

Ⅱ．気象警報配信システムの構築及び緊急事態連絡表の改

善（事例紹介） 
調査研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 
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実施年度 内 容 実施部署 

令和6年度 福島市堀河処理区(合流改善事業)接続による各種影響評価 県北浄化センター 
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